
 

 

 

 

南側駅前広場の再整備について 

駅前広場 

整備コンセプト 

⇒コンパクトで快適な交通結節点と安らぎを感

じられる憩いの空間 

 

整備方針 

・にぎわい軸と生活軸をつなぐ快適かつ利便 

性の高い歩行者空間を確保 

・バスやタクシーなどの公共交通とともに一般 

車両も安全に通行できる交通広場を整備 

・鉄道とバス、タクシーの乗り継ぎが円滑かつ 

快適にできるよう施設を配置 

・片町公園を中心に快適かつ安らぎを感じられ 

る憩いの空間を確保 

生活軸（西側住宅地からの

歩行者動線）とのつながり

を考慮した階段の設置 

歩行者動線 

公共交通と一般車両の停車場を分離し、合

理的な配置にすることで、歩行者が安全に

通行できるゆとりある歩道を確保 

片町公園と一体となった憩

いの空間を創出 

交通弱者に配慮した、乗り

換え利便性の確保（エレベー

ターに近接） 

・公共交通の乗り換え利便性の確保

（エスカレーターに近接） 

・バリアフリーに配慮した、安全に乗降 

できる歩道の整備（バスが正着しや

すい歩道形状） 

自動運転車の利用を見据えた

送迎のための停車スペース 

片町公園に隣接して配置するこ

とで、待機者が多い場合も、ゆと

りある通行空間を確保 

一般車利用者等の待

合空間の創出 

タクシー 
乗車場 

片町公園 

企業バス等乗降場 
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